










研究目的 

正常小児の血中 17α一〇H-progesterone(17-OH 一⊿4P)濃度の年齢的推移ならびに治療前

の 21 一水酸化酵素欠損症(21-OHD)患児での血中 17-OH 一⊿4P 濃度についてはこれまで多

くの報告がありその概要は明らかにされているが,17-OHー⊿4P の前駆ステロイドである

17α－〇H-pregnenolone(17-OH 一⊿5p)とその 3 位が硫酸抱合を受けた 17-OHー⊿

5p-3-sulfate(17-OHー⊿5P-S)の血中濃度についての研究はいまだ十分でない。本研究では

(1)新生児を含めた正常小児での血中 17-OH ｰ⊿5P,17-OH ｰ⊿5P-S ならびに 17-OH ｰ⊿4P 濃

度の年齢的推移を明らかにし,(2)21-OHD でのこれらの血中濃度の特徴を検討し,(3)17-OH

ｰ⊿5P-S の測定が 21-OHD の新生児マス・スクリーニングに応用が可能か否かについて検討

することを目的とした。 


